





Ensuring instructional quality and student engagement in lectures 
-Exploring teaching methods for our general education curriculum -
長谷川省_t
Shoichi HASEGA WA 
Abstract Many general education students either enter the program with an inadequate 
foundation of basic academic skills or， over the course of their studies， lose some of 
those basic fundamentals through lack of reinforcement. What is necessary ensure the 
success of these students? It is the author's belief that an effective curriculum must 
not only provide high-level technical instruction but must also adopt three additional 
elements with active student involvement. These three elements are as follows: 
(1) Learn how to clearly and concisely communicate to others. 
(2) Learn critical comprehension skills (e.g. the ability to dissect truth and meaning 
from mass marketed and potentially biased media outlets). 
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感想、を認めさせて提出させている。
シラパスには、「講義において毎回テーマを与え、
その講義のまとめと感想も含めてミニレポートを提
出させ、これをもとに出席確認と成績評価を行うJr平
常点とテストの成績を総合して評価するJr出席が 11
回に満たない場合は失格とするJと明記しており、最
初の授業で、「自己評価票Jと名付けて配布し、これ
をもとに説明して徹底させている。
この自己評価票は、毎回、授業後にミニレポートと
ともに回収し、評価を付して次の授業時に配布し、確
認させている。
取り組みから浮かび上がってきた課題として、(1 )② 
の学び直しの授業に関する次の 2点を挙げなければなら
ない。
一つは、「学び直しの授業だけは全員正解を条件とし、
一人でも理解できていない者がいる場合は、その者のレ
ベルの評価に統一するJとしづ評価基準を、受講生に周
知させる必要性である。このような評価方法を導入した
目的は、早く理解できた学生が理解の遅い学生を支援す
るように促し、コミュニケーションを取らせようと意図
したものである。その効果は、図8からも強く示唆され
る。しかしながら、理解の遅い学生の中には、あくまで
も自分自身で考えたいとの思いが強い者もいるに違いな
い。そうした受講生には、事前にこの評価方法の趣旨を
十分説明し、常にこの評価方法を適用するのでは無いこ
とを納得させておく必要がある。
二つ目は、図8から想像できるように、授業担当者が
学生の解答をチェックする時間のロスが挙げられる。受
講生が多い授業の場合、多くの学生が列をなしてチェッ
クを待っている聞に制限時間が来てしまうことがあり、
今後に向けて改善していかねばならないと考えている。
( 2 )に関しては、全ての受講生に好意的に受け止め
られている。授業フィードパック・アンケートでも、「毎
回、自分の評価が分かるので、理解が不十分なところを
確認でき、最終の評価に向けて励みになっているJとの
回答が見られることから、この自己評価票による評価の
可視化によって、受講生の目標とする成績評価と出欠に
関しての自己管理に有効に機能していることが強く示唆
される。
「相手に分かるように、相手を納得させるように書く、
ということを意識するように変わってきました。これ
からは、表現力を磨き、誤字脱字にも注意します。社
会に出たときにきっと役立った、ろうから。J
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